
これまでの取り組み経緯
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山陰近畿自動車道の概要
 山陰近畿自動車道は、鳥取県・兵庫県・京都府を結び、広域的な道路ネットワークを形成する延⾧約120kmの高規格
道路

 鳥取東部、但馬、京都北部の各地方生活圏を連絡するとともに、広域的な循環ネットワークを形成し、地域の交流・
連携の促進と安全・安心の向上を図ることを目的としています
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山陰近畿自動車道の概要
京都府内では、全延⾧約43kmの内、10.5kmの整備が完了しており、現在は大宮峰山道路（5.0km）を事業中
未事業化区間は約27kmに及び、そのうち約8kmは都市計画決定済みであるが、残る約19kmはルートも未確定
令和５年度にスタートした京都府総合計画において、「早期全線開通に向けた整備とルート確定の促進」を重点分野に
位置づけ

整備状況 延⾧
(全⾧120km）

鳥取県
（約26km）

兵庫県
(約51km)

京都府
(約43km)

供用区間 47.6km
(40%) 13.9km 23.2km 10.5km

事業中区間 24.9km
（21%） 0km 19.9km 5.0km

未事業化区間
（調査中区間）

約47km
（39％） 約12km 約8km 約27km 3-2



京都府総合計画 〔上位計画〕
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早期全線開通に向けた取り組み
無料のままで、高速道路を維持しながら先線の建設を進めると、道路の延伸に伴い増加する維持費が、ますます建設財
源を圧迫

有料道路として、維持管理費の一部等を利用者から頂く料金により賄い、その分を先線の建設費に充てることで事業の
促進を図るべく、令和5年3月に国土交通省から有料道路事業許可を受けたところ

N

R5.3.20
有料道路事業許可
【料金徴収】
R７～８ :150円

大宮峰山道路開通後:300円

未事業化区間
(都市計画未決定)

未事業化区間
(都市計画決定済)
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早期全線開通に向けた取り組み
 2015年の京都縦貫自動車道の全線開通と、2017年の新名神高速道路の一部開通により、府域の南北140㎞が高速道路
で直結

府が管理していた京都縦貫自動車道（宮津天橋立IC～丹波IC）について、令和5年4月1日よりNEXCO西日本に移管
移管により、休日割引・深夜割引などが導入され、京都縦貫自動車道の利便性が向上するとともに、山陰近畿自動車道
に集中できる環境が充実

京都縦貫自動車道99.6km
1981年(S56)建設着手
2015年(H27)全線開通

令和５年４月１日より
NEXCO西日本が管理

（52.6km）
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 令和5年10月
交通や環境、土地利用、社会・地域経済などの情報収集
やデータ分析等の技術的作業を道路管理者として準備を
進め、丹後・地域高規格道路推進協議会に対し、地元希
望ルート帯の中で概略ルート3案のたたき台を提示。
【幅250m】

 令和元年6月
市民アンケートや商工観光業などの各種団体からのヒ
アリング結果をもとに、地元希望ルート帯（案）を京
丹後市がとりまとめ、丹後・地域高規格道路推進協議
会が承認。京都府に対し、地元希望ルート帯として提
示。【幅2km】

ルート検討の経緯
 平成31年2月26日～平成31年3月11日
京丹後市が山陰近畿自動車道に関する市民アンケートを実施
・地域:京丹後市全域 ・対象:市内在住の18歳以上の市民3,200人（無作為抽出）
・調査方法:郵送による配布・回収による郵送調査 ・回答者数:1,585人（回収率:49.5％）
・調査項目
1.現在の国道178号の道路事情について
2.山陰近畿自動車道整備に期待する効果等について
3.山陰近畿自動車道のルート検討に関する意見（自由記載）
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検討委員会の進め方

資料４



検討委員会の進め方（案）
 山陰近畿自動車道のような大規模な道路の計画が国民の理解を得るためには、計画内容が合理的かつ計画策定プロセスが適切で
ある必要があり、これらを担保するためには、計画策定とコミュニケーションを適切に実施する仕組みが必要であることから、
コミュニケーションプロセスや委員会等の関与の下、計画を策定することが国の「構想段階における道路計画策定プロセスガイ
ドライン」に定められています。

 本計画検討委員会は、このガイドラインの計画検討手順に沿って、多角的な視点から多様な意見を聴取しながら進めることとし、
計画策定プロセスの透明性・客観性・合理性・公正性、計画内容の合理性が確保された概略計画の決定を目指します。

＜出典＞
「構想段階における道路計画策定プロセスガイドライン
（国土交通省道路局 平成25年７月)」より抜粋
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検討委員会の進め方（案）
対象区間は府県境を除く、京丹後市網野町～京丹後市久美浜町とします
なお、府県境については、別途、京都府・兵庫県の事業進捗に応じ、国土交通省・兵庫県と調整・検討を進めることと
します。

N

検討対象区間
(網野町～久美浜町)

京丹後市
久美浜町

京丹後市
網野町

未事業化区間
(都市計画決定済)
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検討委員会の進め方（案）
 有識者の助言や住民・利用者の意見を十分に踏まえ、政策目標を明確化した上で、地元希望ルート帯を検証し、
最適ルート帯（2km幅）を決定します。また、将来の都市計画決定に向け、最適ルート帯の中で概略ルート（250m
幅）複数案を評価し、概略ルートを決定します。

4-3



検討委員会の進め方（案）
 ルート帯（2km幅）・概略ルート（250m幅）の複数案立案にあたっては、経済的、技術的な側面からの検討も必要で
あるため、山陰近畿自動車道（網野～久美浜）検討委員会の下部組織として、技術検討部会を設けることとします。

山陰近畿自動車道（網野～久美浜）
計画検討委員会

山陰近畿自動車道（網野～久美浜）
技術検討部会

・ルート周辺の地質や環境状況と技術的課題
・ルートの妥当性と計画・施工上の課題
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検討委員会の進め方（案）
 国の「構想段階における道路計画策定プロセスガイドライン」を用い、有識者からの助言や住民・利用者の意見を十分に
踏まえた最適ルート帯（2km幅）を決定する。また、将来の都市計画決定に向け幅を絞り込み、概略ルート（250m幅）
を決定する。

第1回 計画検討委員会

検討委員会の進め方

地域の概況・課題

政策目標（素案）の確認

意見聴取方法

今後のスケジュール（案）
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